





























































































































 5 例えば、K. H. レングストルフ著・泉治典、渋谷浩訳『ルカによる福音書』（NTD
新約聖書註解（3））、1976年、105頁。
 6 例えば、R. ブルトマン著・加山宏路訳『共観福音書伝承史Ⅱ』（ブルトマン著作集2），
新教出版社,1987年、157–170頁やI. H. Marshall, The Gospel of Luke: A Commentary on the 


























 9 R. E. Brown, The Birth of the Messiah: A Commentary on the Infancy Narratives in the 















































14 例えば、ブルトマン、前掲書、159–160頁。またH. Klein, Das Lukasevangelium （KEK）, 
Göttingen 2006, p. 95は、33–34節に加えて28–29節も二次的に付加されたものと見なし
ている。
15 こ の 点 に 関 し て F. Bovon, Das Evangelium nach Lukas I（EKK Ⅲ /1）, Zürich/
Neukirchen-Vluyn 1989, pp. 65,71–72は、並行する旧約の誕生告知物語に照らしても、
34–35節の処女懐胎のモチーフなしに誕生告知物語は考えられず、両節が後から付加
された痕跡は見られないと主張している。またG. Lüdemann, Jungfrauengeburt. Die 
wirkliche Geschichte von Maria und ihrem Sohn Jesus, Stuttgart 1997, p. 101は、そもそも後
続のイエス誕生の記事には処女懐胎のモチーフは全く含まれていないことからも34–35
節がルカの編集句とは考え難いとしている。さらにJ. A. Fitzmyer, The Gospel according 
to Luke I（AB 28）, New York 21983, pp. 336–337は、36–37節も含めてこの誕生告知全体
（28–37節）はルカ以前に結合していたと見なしている（Marshall, op. cit., p. 63も同様）。




















とduna,staj （52節）、to. e;leoj（50節）と evle,ouj（54節）をそれぞれ比較参照。
17 マリア賛歌の文学的統一性については、R. C. Tannehill, The Magnificat as Poem, 




19 I. H. Schürmann, Das Lukasevangelium I （HthK Ⅲ/1）, Freiburg/Basel/Wien 41990, 
p. 69やMarshall, op. cit., p. 77と同意見。Brown, op. cit., pp. 339–340に反対。
20 ブルトマン、前掲書、161頁やMarshall, op. cit., p. 77も同意見。
21 分詞形 Vanasta/saは特にルカ的であり、新約用例44回中36回がルカ文書に見られる。
evn tai/j h`me,raij tau,taijは新約にはルカ文書にのみ見られる（ルカ1:39; 6:12; 23:7; 24:18; 










22 一部の研究者（例えばA. von Harnack, Das Magnificat der Elisabet （Luk. 1,46–55） 
nebst einigen Bemerkungen zu Luk. 1 und 2, in: ders., Studien zur Geschichte des Neuen 










てFitzmyer, op. cit., p. 358は、この賛歌が元来セム語で記されていた証拠はどこにも認
められないと反論している。事実、70人訳聖書のハンナの歌とのより密接な関係に注目
すれば、ヘレニズム・キリスト教の環境の中で生まれたという可能性も否定できないで






















































27 この箇所（kai. ga.r cei.r kuri,ou h=n metV auvtou/Å）と使11:21（kai. h=n cei.r kuri,ou metV auvtw/n, 








カ1:15,41,67; 使2:4; 4:8,31; 9:17; 13:9）。さらに言述を表す動詞とle,gwnの結合もルカに特
徴的な表現である（J. Jeremias, Die Sprache des Lukasevangeliums. Redaktion und Tradition 
im Nicht-Markusstoff des dritten Evangeliums （KEK Sonderband），Göttingen 1980, pp. 
35–36,67–70,73）。
31 この節は使3:21に近似しており、dia. sto,matojはルカ的な表現である（使1:16; 3:18,21; 
4:25; 15:7）。




















































一方、Brown, op. cit., p. 411は、この段落全体は、ルカが旧約章句をもとに編集的に構
成したと主張しているが、その場合、先行する記事を前提としていない点がうまく説明
できない。
36 Fitzmyer, op. cit., pp. 392–393は、人口調査の年代の記載が、テウダによる反乱に
関する使5:36の記載と同様、誤っていることから、1–5節をルカによる編集と見なして
いる（Brown, op. cit., p. 411も同様）。さらにルカ的な要素として以下の点があげられ
る。例えば、evge,neto de,は新約ではルカ文書にのみ見られ（ルカ17/使21）、特に［evge,neto 
de,+時間設定+結びの文］という表現はルカに特徴的である（ルカ1:8; 2:6; 11:27; 18:35）。
また、evn tai/j h`me,raij evkei,naijという表現も新約用例15回中ルカ文書に8回用いられて
いる（ルカ5/使3）。さらに、「〜させる」という意の中態形（avpogra,fesqai）は、新約
ではパウロ書簡を除くとすべてルカ文書に見られ（ルカ2:1,3,5; 使18:18; 21:24; 22:16）、
oivkoume,nhも新約ではルカ文書にのみ見られる（ルカ2:1; 使17:6; 24:5）。
37 前注で触れたように、evge,neto de,はルカ好みの表現であり、また dio,tiもルカに特徴






















38 接頭辞sunを伴う動詞（suneth,rei）は明らかにルカ的である（Jeremias, op. cit., pp. 
86–87参照）。pa,nta … ta. r`h,mata tau/taという表現は新約ではこの箇所とルカ1:65にのみ
出てくる。動詞sumba,llousaは新約にはルカ文書にのみ見られる（ルカ2:19; 14:31; 使4:15; 
17:18; 18:27; 20:14）。
39 論拠については、Jeremias, op. cit., p. 89やBrown, op. cit., pp. 431–433を参照。
40 前段落からの移行を考慮すれば、本来はベツレヘムからナザレに彼らが帰還したこ
とを示す記述が必要であろう。





















点に注意。これに対し、Marshall, op. cit., p. 115は、驚きは奇跡物語に典型的なモチー
フであり、この時の二人の反応は、見知らぬ人が幼子の将来について語ったことに対す
る驚きであると説明しているが、説得的でない。





45 Jeremias, op. cit., pp. 90–99を参照。
46 この箇所には律法の規定がいちいち引用され、また母親の清めと幼子の神殿奉献が
混同されている。

































51 ブルトマン、前掲書、168–169頁やB. van Iersel, The Finding of Jesus in the Temple: 
Some Observations on the Original Form of Luke 2,41–51a, NT 4, 1960, pp. 162f等、多
くの研究者がそのように考えているが、一方でBovon, op. cit., p. 152は、この段落はル
カ福音書の前史の元来の構成要素であったと主張している。




53 pa,nta ta. r`h,mata （tau/ta） は新約文書の中ではルカ文書に特有の表現である（ルカ1:65; 
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要約的報告
エルサレムへの旅 少年イエスの失踪 神殿での少年イエス 母の叱責とイエスの答え ナザレ帰還
要約的報告




























約ではルカ文書にのみ見られる（ルカ1:66; 2:18,47; 使5:5,11; 9:21; 10:44; 26:29）。
56 Brown, op. cit., p. 455 や O. Glombitza, Der Zwölfjährige Jesus. Lk 2,40–52. Ein 
Beitrag zue Exegese der lukanischen Vorgeschichte, NT 5, 1962, p. 1も同意見。この一
方でSchürmann, op. cit., p. 139は、ルカはこの段落が誕生物語と既に結合した状態で見
出したと主張している。
